
工学系

企業（日立製作所）では、基礎研究（超電導・量子効果デ
バイス）を約12年間継続した後、モバイルディスプレイの
製品化の研究に従事。失敗もたくさんありましたが、自分が
提案して育てた技術のシーズが製品につながったときは最
高に幸せです。半世紀の歳を迎え昨年、｢教育は最重要｣と
思い切って大学へ移りました。学生に対する思いを原点に
置き、兎に角元気な学生を世界に輩出することに意を注い
でいます、というのは聞こえが良いのですが。。想像してい
た以上に大学と企業の違いがあり、新たなチャンレンジに
悪戦苦闘中です。世で言われている草食系男子が増えて
いるわ、と納得の一方で、女子学生は元気で外向き、「な
でしこエンジニア！」とついつい微笑んでしまいます。

理系能力に長けていたわけでは無く、「資源の無い日
本は科学技術で！」という学校と家庭の教育が影響し
ています。下記も動機かしら？小学校の理科好き先
生の、「火を噴くこともあった危険をも伴うダイナミッ
クな実験」。中学校の先生が興味ある生徒だけに与
えた、時には解がない数学の問題。両親が理系。お
やつの保存はデシケータ、ドレッシング入れはフラス
コという家庭環境。食事中の父との、「今食べている
ものは何からできるの？」、という原子レベルのワクワ
クする会話。４歳の誕生日の祖父からのプレゼント
「せいめいのれきし ／バージニア・リー・バートン」。
娘達も愛読し、大切に保存して孫にも読ませよう。

ライフイベントがキャリアに影響を及ぼすので、未
来の出来事を想定して迷う気持ちはよくわかりま
すが、実力重視の理系の職業は、キャリアプラン
を立てやすいです。10年後、20年後といった将
来の自分のあるべき姿を思い描くことができれば、
なんとかなります。でも言うは易し、私は、結婚、
出産、転職も行き当たりばったりでしたので、他
の方のページをご参考くださいませ。焦る時期は
誰にでもあります。是非そこを諦めずに、“なでし
こエンジニア”、グローバルかつ長期的視点でイ
ノベーションを創出して世界を大きく変えていきま
しょう！　大震災からの復興、新たな科学の価値
が問われる時代を担うのはあなたです！！

仕事の内容とやりがい 進路決定のきっかけ

仕事と生活のバランス 進路選択についてのメッセージ

長女を出産した頃は、育児休暇などの制度や保育園も未整備。大
変だったのか？記憶が飛んでいます。次女の時には製品開発に携
わっていたため出張や残業が多く、保育園の迎えは7歳離れた長
女が頼りでした。しかし子供は逞しく育つもので、先生は「自分で決
断する力だけはすごい」とおっしゃいます。人生トータルでのワーク
ライフバランスが大切と考えますが、私のロールモデルの一人は
102歳の祖母です。ポジティブシンキング、おしゃれでグルメ。新聞
2紙を読み、政治・経済・芸能情報に通じています。祖母の長寿か
ら想定するに、私は人生あと倍の時間楽しむことができるわけで、ワ
クワク・チャレンジングな超長期展望を持つとしましょう。（蛇足:そ
の娘の75歳の母は「ケセラセラが大事よ」と口癖で、エアロビクス
と水泳が日課。長女は来年の司法試験、次女は来春の大学受験、
拾いメス猫はお昼寝で、各々忙しく、私の相手する余裕無し。）
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日立―カリフォルニア州立大学バークリ校
(UCB)の共同研究のため、3年間客員研
究員の機会をいただきました。専門の電子
工学ではなく、機械科の先生と熱をテーマ
とした研究を行いました。各自の専門分野を
尊重し合いながら、お互いの分野を理解し
ようとした結果、融合領域を上手く見出せま
した。異なる国、社会、分野に恐れずに飛
び込んでいくことは重要です。実体験する
のとWEB、映像で知るのとは大きな違いが
あります。

Palo Altoに住み、シリコンバレーの最盛期を体験しま
した。世界中の頭脳が集結していましたので、公立校
の娘のクラスには10か国以上の子供がいました。人口
急増で学校も不足し、近隣企業の協力で小学校新設
を支援し、大学、HP、Xerox、NASAの研究者でもあ
る親が臨時で刺激的（スタンフォード大の先生（兼同
級生の母親）の牛の眼の解剖はインパクトあった。。）
な授業をするフレキシブルさがありました。また日本では
不得意科目に家庭教師をつけるのに対して、秀でた能
力をより伸ばすという教育の違いもあります。会社では
転職は当たり前で、その際技術や情報の持ち出し、前
の会社とのコンタクトに対しては大らかであり、結果とし
て人的ネットワーク、ベンチャーを生む活気の源となっ
ていました。異才が触発し合い、新しいインスピレーシ
ョンが生まれ、アイデアが揉まれ、淘汰と生き残りを通
過して、最終的にイノベーションとなって世に出ていく
プロセスを目の当たりにしました。

海外留学・勤務を通じて得たこと・得したこと 滞在先の思い出・生活者としての体験

海外の女性研究者の活躍と位置づけについて感じたこと

UCBで親しい女性の先生は、産後10日で大
学に戻り、「お給料はシッター代で消えちゃう
のよ」と住込みのベビーシッターを雇っていま
した。キャリアのためには産休なんて取ってい
られない競争社会で、日本より厳しいと正直
感じました。しかし本人に「その気」があれば
チャンスは公平です。性差よりも人種や宗教
の違いも含めた個人差の方が大きく、多様性
に対する受容力があるグローバルな社会を経
験しました。

共同研究者　Grigoropoulos教授と次女
　（1999年UCB卒業式にて）


